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プロジェクトのソフトウェアライセンスとして考案

した GNU GPL（GNU General Public License） であ

る．この GNU GPL は，1980 年代は GNU プロジェ

クトのツールに採用される程度だったが，1990 年

代に入って Linux に採用されたことにより広く使わ

れるようになった．現在では OSS の代表的なライ

センスとなっている．この Linux は「Linux の誕生」

の節で，ライセンスは「OSS ライセンス」の章で詳

しく説明する．

　もう 1 つ，OSS 誕生そのものに大きな影響を与

えた出来事として，Netscape による Web ブラウザ

のソースコード公開がある．これがきっかけとなり

OSS という言葉が生まれた．

██ OSS の誕生
　1998 年，Netscape が自社の Web ブラウザ Net-

scape communicator のソースコードを公開した．

　商用ソフトウェアのソースコードを無条件に公開

するということは，当時では前代未聞のことであっ

た．Netscape のこの決断は，当時 Microsoft との

ブラウザ戦争に敗北しつつあった同社が仕掛けた起

死回生の奇策であった．Linux のようにソースコー

ドをインターネットで公開すれば，第三者がさまざ

まな機能追加を自律的に行い，Eric Raymond の言

うバザール型開発（「バザール型開発」の章で解説）

が始まることを期待したのである．

　Netscape はソースコード公開にあたり，Mozilla

プロジェクトを立ち上げた．そのプロジェクトの戦

略会議において，ソースコードをどのように公開

していくかという議論があり，「オープンソースソ

フトウェア（OSS）」という言葉が新たに提案され

OSSとは

██OSS 誕生の歴史
　OSS（オープンソースソフトウェア）とは何か，それ

がソフトウェア開発という文脈でどのような意義を持

っているのか，IT 業界にどのようなインパクトを与え

ているのかなどを，歴史を振り返りつつ紹介する．

　ソフトウェアのソースコードをオープンにした

り配布したりすることは，大学などを中心に 1960

年代から行われていた．これが OSS の源流である．

しかし，1980 年に入り，ソフトウェアの商業化が

進展すると，その扱いを制限する動きが出始める．

このソフトウェアの状況を大きく変えた出来事の 

1 つが Richard Stallman のフリーソフトウェア運動

である．

　MIT（マサチューセッツ工科大学） 人工知能研究

所にいた Richard Stallman は，ソフトウェアの自

由を制限する動きを懸念し，1983 年 GNU（GNU 

is not Unix）プロジェクトを立ち上げた．GNU は，

Unix 互換 OS（オペレーティングシステム）および

ツール群をフリーソフトウェアとして作成するプロ

ジェクトである．GNU プロジェクトはその名の由

来どおり，Unix ではない OS，すなわち，カーネル，

コンパイラ，エディタ，シェルスクリプト，デバッ

ガなどを開発している．残念ながらカーネルは未完

成だが，ほかは今も Unix コミュニティの中で広く

利用されている．そして，1985 年，ソフトウェア

は自由に利用し，改変し，再配布することができる

ものという思想のもとに FSF（Free Software Foun-

dation）を設立し，フリーソフトウェアを定義し，

運動を開始した．その運動の成果の 1 つが，GNU
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た．これは，「フリーソフトウェア」という言葉が

「無償のソフトウェア」という意味で捉えられ，ビ

ジネスで用いるには，経営者や投資家があまりいい

印象を持っていなかったためである．そこでそれら

の人々にも受け入れやすい言葉として OSS という

言葉を考え定義を行った．Eric Raymond と Bruce 

Perens は OSI（Open Source Initiative）という組織

を立ち上げ，そのときから「フリー」という言葉で

はなく，OSS という言葉を使い始めている．これが

OSS の誕生である．

　上記マーケティングのターゲットを従来のハッカ

ーコミュニティではなく経営者や投資家などビジネ

スパーソンにしたこと，オープンソースの定義を定

めたこと，OSS という用語を第三者が勝手に利用し

ないように商標登録したことなど，Eric Raymond

らの OSS への貢献は多大である．

　なお，彼らが定義した OSD（Open Source Defi-

nition）を表-1に示す 1）．この定義から分かるように，

ソースコードを公開するだけでは，OSS とは言えな

いのである．

██ Linux の登場
　Netscape 社のコード公開の手本となり，先に述

べたように，GNU GPL の普及に大きく貢献したソ

フトウェアが Linux である．GNU の思想を体現し

た最も有名なソフトウェアである．

　Linux は Unix と同じ POSIX 互換の OS カーネル

であり，当時フィンランドの大学生であった Linus 

Torvalds によって PC 向け（インテルの 386 アーキ

テクチャ用）に作られた．Linus は 1991 年に Linux

を GNU GPL でインターネットに公開し，世界中の

開発者から送られてくる修正や新規機能（通常はパ

ッチ形式）をどんどん取り入れて改良を行ってい

った．インターネットの普及に後押しされる形で

Linux の開発は急速に進み，適用が広がっていった．

それに伴い，その Linux のライセンスである GNU 

GPL も多くの人が知ることとなった．

　Linux はもう 1 つ OSS に大きな影響を与えてい

る．それはコミュニティを形成した開発方法である．

OSS 開発にはよく用いられている手法なので，詳細

について「バザール型開発」の章で解説する．

OSSライセンス

██コピーレフトとパーミッシブルライセンス
　OSS の ラ イ セ ン ス は， そ の 制 約 の 特 徴 に よ り 

2 種類に分類できる（表 -2）．

　1 つはコピーレフト（Copyleft）と呼ばれるライ

センスであり，著作権をコピーライト（Copyright）

と呼ぶことをもじって命名された．代表的なものに

GNU GPL がある．コピーレフトは派生物において

もコピーレフトを要求する．

　もう 1 つは，コピーレフトほど強い制約を持た

表 -1　OSD：オープンソースライセンスが満たすべき条件の定義

条　件

1 自由な再頒布を認めること

2 ソースコードの利用の自由を認めること（「ソースコード公
開」含む）

3 派生物の利用の自由を認めること

4

原著作者のソースコードの完全性を示すこと（ソースコー
ドが容易に入手可能であることを保証しなければならない．
もしくは一切変更されていない基本ソースコードとパッチ
という形で頒布することを義務づける）

5
特定人物・集団に対する差別を禁止すること（たとえば「特
定国家への輸出を禁ずるソフトウェア」は OSD に合致しな
い）

6
使用分野 (Fields of Endeavor) に対する差別を禁止すること

（たとえば「兵器への利用を禁ずるソフトウェア」は OSD
に合致しない）

7 ライセンスの権利配分を認めること（プログラムに付随す
る権利は，再頒布者にも等しく認められなければならない）

8 特定製品への限定適用を禁止すること

9

オープンソースライセンスのソフトウェアとともに頒布さ
れる他のソフトウェアを制限しないこと．（著作物として明
確に別物と定義できるソフトウェアは，別のライセンスで
あってもよい．たとえばオープンソースライセンスと商用
ライセンスを一緒に頒布してもよい）

10 技術中立であること（特定技術に依存するような条項があ
ってはならない）

分　類 変更・再配布 ソースコード
公開

対象
ライセンス例

コピーレフト できる 必要 GNU GPL

パーミッシブル できる 不必要
MIT
Apache
BSD

表 -2　OSS ライセンスの分類
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ないパーミッシブルライセンス（permissible）で

ある．このライセンスでは派生物のソースコード公

開を要求しない．MIT ライセンス，BSD ライセンス，

Apache ライセンスなどがそれにあたる．

　通常，ソフトウェアは著作権法によって保護さ

れるので，明示的なライセンスでの許可がない限

り，コピー，変更，再配布などはできない．しかし，

OSS ライセンスはその許可など利用を行うときの条

件が記されている．また，いずれのライセンスも無

保証である．これらがOSSライセンスの特徴と言える．

ポピュラーなOSSライセンス

　OSS のさまざまな情報を蓄積した世界最大級のデ

ータベースを持つ BlackDuck 社が，利用ライセン

スを調査した結果を公表している 2）．それによると，

よく利用されている OSS ライセンスは，表 -2 でも

挙げたライセンスであった．それぞれのライセンス

の概要と利用率を表 -3に示す．

　GNU GPL とパーミッシブルライセンスは半々で

利用されているが，最近の統計によると，GNU GPL

のようなコピーレフトの利用が徐々に減って，パー

ミッシブルライセンスが増えてきている．

██ OSSライセンスのコンプライアンス
　OSS が広く利用されるにしたがい，OSS ライセ

ンスの無理解によるライセンス条項の違反が散見さ

れるようになった．

　特に GNU GPL の場合，派生物もソースコード

の公開が求められるが，その認識がないまま GNU 

GPL の OSS を利用し，ソースコードの改変，バイ

ナリの再配布を行った場合，ソースコードの公開を

していないと，最悪，原著作権者から訴訟を起こさ

れるなどのリスクが発生する．ライセンスの啓蒙と

違反への対応のため，違反利用の有無をチェック

する gpl-violations.org や法的に対応する Software 

Freedom Law Center （SFLC）などの非営利団体も

生まれた．彼らは違反を見つけるとその企業に対し

て警告を出し，それでも改善が行われない場合は事

実を公開する．SFLC は法定代理人になって提訴を

行う場合もある．

　ライセンスは，その内容をよく理解し正しく利用

すれば恐れる必要はない．GNU GPL のソースコー

ド公開にしても，その目的は 1 つのソフトウェア

を複数の開発者によって迅速に開発し技術的なシナ

ジーを生み出すことであり，その恩恵は大きい．ラ

イセンス違反でそれらの恩恵を阻害しては意味がな

いので，よく理解して利用する必要がある．

　なお，パーミッシブルライセンスの場合は，ソー

スコードの公開は義務づけられていないため，その

ような訴訟のリスクやソースコード公開にまつわる

コストは少ない．必要に応じて適切なライセンスの

OSS を選択すればリスクを下げることも可能である．

バザール型開発

██バザール型開発の特徴
　OSS の 開 発 方 法 に つ い て， そ の 代 表 例 で あ る

Linux カーネル開発を例にとって紹介する．

ラ
ン
ク

ライセンス名 概要（特徴） 利用率

1
G N U  G e n e r a l 
Public License 
(GPL) 2.0

ソフトウェアの実行，コピー，
変更，再配布を許可する．二
次著作物のライセンスは GNU 
GPL．ソースコードの公開を求
める．

26%

2 MIT License

ソフトウェアの実行，コピー，
変更，再配布を許可する．ライ
センス文の添付を求めるがソ
ースコード公開の義務はない．

19%

3 Apache License 
2.0

ソフトウェアの実行，コピー，
変更，再配布を許可する．ライ
センス文の添付を求めるがソ
ースコード公開の義務はない．
仮に特許があったとしても行
使しない（ライセンスフリーで
利用できる）．

15%

4
G N U  G e n e r a l 
Publ ic License 
(GPL) 3.0

ソフトウェアの実行，変更，再
配布を許可する．ソースコード
公開の義務がある．仮に特許が
あったとしても行使しない（ラ
イセンスフリーで利用できる）．

11%

5

BSD License 2.0
（3-clause, New 

o r  R e v i s e d ） 
License

ソフトウェアの実行，コピー，
変更，再配布を許可する．著作
権の添付を求める．ソースコー
ド公開の義務はない．

7%

表 -3　OSS ライセンスの概要と普及率
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　Linux の開発は 1991 年から始まっているが，そ

の開発方法が注目されたのは，Eric Raymond が

1997 年に「Cathedral and Bazaar（大聖堂とバザー

ル）」を発表してからである 3）．

　従来，OS のような複雑なものは「大聖堂を建築

するように中央集権的なアプローチで開発するも

の」と考えられていたが，Linux の開発方式はその

対極にあった．開発者が限定されることはなく，独

立した個人がルールや命令系統の少ない方法でオー

プンに開発し持ち寄ることから，市場に似ていると

してバザール型開発と名づけられた．開発した内容

がメインラインに取り込まれるかどうかはコミュニ

ティのコンセンサスによる．そのコンセンサスへの

影響力はそれまでのその開発者自身の貢献に依存す

るというメカニズムになっている．リーダーが方向

を決める方式ではないところも特徴の 1 つになっ

ている．

　このバザール型開発により Linux 開発は活発か

つ継続的に行われてきた．Linux Foundation がま

とめた「Linux Kernel Development」 4）によると，

Linux カーネルバージョン 3.10 は前のバージョン

から 63 日目でリリースされ，その間に 13,367 パ

ッチの変更が加えられた．現在，カーネルソースコ

ードは 4 万ファイルを超え，行数は 1,700 万行にな

ろうとしている．

　このような大規模ソフトウェアの開発は，複数の

開発者によってインターネットを介して行われる．

そのソースコード管理を支える技術として分散型バ

ージョン管理システムを利用している点も，バザー

ル型開発の特徴の 1 つである．Linux で用いている

git は，2005 年に Linus 自身が Linux 開発のために

開発したものだが，今ではバザール型開発の標準的

なツールになっている．ファイルの履歴情報などが

格納されたデータベースであるリポジトリを分散し

て持つことができるため，個々の開発者が独自のブ

ランチを自由に持ち，他の開発者の開発状況を気に

することなくさまざまな試行錯誤を加え改良を試す

ことができる．これが開発の品質とスピードを向上

させている．

　バザール型開発の開発量と開発スピードは 1 社

単独で行える規模をはるかに超えるものである．さ

らに，ベンダやユーザが協力して開発を進めるため，

新製品適用や普及も早い．それを Linux が証明して

見せた．そして，この Linux の成功に続くため，多

くの OSS がバザール型開発を採用している．

　ただし，バザール型開発は，開発にかかわる人や

企業の力関係のバランスが絶妙に取れていてこそ威

力を発揮する．OSS コミュニティの中には，コンス

タントに数千名を超える開発者，数百社を超える企

業の参加があるものも少なくない．彼らがバザール

型開発を理解して参加しているからこそ，成功して

いるのである．企業も OSS 開発への参加にはいろ

いろ工夫や努力をしている．これについては，次節

でもう少し詳しく説明する．

　なお，Linux のエンタープライズ分野への適用

については，本特集 5.「基幹システムを実現する

Linux 技術」で解説しているので参照してほしい．

██企業の開発参加
　1990 年代は，OSS 開発に参加する者のほとんど

は所属企業とは関係なく活動していたが 2000 年に

なると変化が生じる．たとえば，1990 年代は，ベ

ンダ企業が Linux 開発者を雇用することはまれで，

開発参加はほとんどなかった．しかし，2000 年に

入り，基幹システムを開発している企業が Linux を

採用し始めると，企業からのコミュニティ開発へ

の参加者数が増えていった．単に開発者を送り込

むだけでなく，Linux のエンタープライズ分野へ

の適応を加速するために，CA，富士通，日立，HP，

IBM，Intel，NEC な ど が OSDL （Open Source De-

velopment Labs）を発足，2007 年には FSG （Free 

Standards Group）と合流して Linux Foundation を

設立し，企業の Linux コミュニティへの参加・貢献

の基盤を作ったのである．

　この Foundation や非営利団体の存在も，OSS の

成功には重要である．コミュニティ開発を運用・継

続していくためには何者の影響も受けない活動資金

を提供する仕組みが必要であり，Foundation のよ
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うな中立の組織がこの役割を果たす．企業は，この

組織運営を支援することで，コミュニティへの貢献

を示すことができる．

　この企業参加の成功の先駆者は Apache だった．

1999 年に Apache Foundation を設立し，開発のイ

ンフラの提供，企業や個人がハードウェアや人材な

どを安心して寄付できる法的な基盤の整備，開発ボ

ランティアの法的訴訟からの保護や対象 OSS のブ

ランドの保護などを目的に活動を開始した．現在も

その理念を継承し，いろいろな企業と有機的につな

がりながら数多くの OSS プロジェクトを支援して

いる．

　一方で，各企業がコミュニティ開発に参加するに

はそれなりの意図があるし，また未経験のバザール

型開発への参加には壁もあった．IBM Linux Tech-

nology Center を率いていた Daniel Frye が，講演

で IBM における Linux コミュニティへのかかわり

の歴史を述べているので事例として紹介する．

　2000 年当時，IBM などのハードウェアベンダは

OS として独自 Unix を開発し顧客システムに適用

していたが，徐々にマーケットシェアを下げていた．

そこで，その流れに対抗するための第三の OS とし

て Linux に注目し，本格的に参入を始めた．

　開発に関しては，従来は社内で検討してからコミ

ュニティへ回答するというフローだったが，Linux

の開発スピードに対応するため，すべてコミュニテ

ィのメーリングリストでオープンに議論することに

した．社内メールは一切使わない．また，独自のプ

ロジェクトを自分たちだけで立ち上げるのではなく，

既存のプロジェクトに参加し，やりたいことを説明

し，他の開発者やユーザの協力を願い出る．徹底し

たコミュニティ開発の文化への切り替えを行ったの

である．従来の文化的な障壁もあり慣れるまで時間

がかかったようだが，今では何の問題もなくコミュ

ニティ開発を行っている．

　IBM はこの経験を活かし，Linux 以外の OSS コミ

ュニティへも参加し，上手につきあっている．企業

が開発に参加するためには，最初にこれくらい徹底

して始めた方がよいのかもしれない．

██バザール型開発事例
　前章で述べたように，最も成功した OSS プロジ

ェクトの Linux は GNU GPL ライセンスを採用して

いる．では，バザール型開発は，GNU GPL だから

成功するのだろうか．それともそれ以外のライセン

スでも可能なのか．その疑問に対し，HP の Eileen 

Evans は OSCON 2013 の講演で，パーミッシブル

ライセンス（MIT や Apache ライセンスなど）でも

可能だと答えている 5）．

　その良い例が，最近急速に普及しているクラウ

ドの OSS プラットフォーム OpenStack の開発だろ

う．OpenStack は Apache ライセンス，すなわちパ

ーミッシブルライセンスである．その開発方法はバ

ザール型開発であり，開発者，参加企業，開発量な

ど，いずれも Linux に匹敵する勢いで増加し，普及

も進んでいる．すなわち，派生物の公開が義務づけ

られていないパーミッシブルライセンスの OSS で

も，バザール型開発は十分に効果を発揮することが

証明されている．

　筆者は，バザール型開発の本質は情報が公開され

ていることだと考える．だからこそ，企業が共同で

開発をする場合，派生物においてもソースコードの

公開を義務づける GNU GPL が好まれていたと考え

る．そのため，ソースコード公開の義務がないパー

ミッシブルライセンスの場合，最初は，各企業が十

分な情報公開を行わず，結果として重複作業が多く

発生し，イノベーションの速度が遅くなる可能性を

危惧していた．しかし，OpenStack 開発の事例は，

パーミッシブルライセンスにおいても情報は十分公

開され，バザール型開発も活発なコミュニティ活動

も可能であることを証明している．そのため，この

開発方法は，今後もいろいろなライセンスや開発状

況の中で進化しながら普及していくに違いない．

　なお，OpenStack については，本特集 2.「OSS/

OpenStack に見るクラウド基盤技術」も参照され

たい．
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OSSの利用状況と今後の動向

　OSS の歴史を概観し，ライセンスや開発方法につ

いて紹介した．主要な OSS の出来事を年表にした

ので参照いただきたい（図 -1）．OSS を理解する上

での参考になれば幸いである．

　最後に，OSS の利用状況について，筆者なりの分

析を紹介する．企業や個人において OSS の利用状

況を 4 種類のレベルに分けて分析したものである．

レベル分けの指標は OSS 利用の成熟度である．

1.	発見（find）

	 OSS を発見し利用する．本格的な導入というより

も試用のレベル．この段階で問題が見つかると本

格的な導入には至らない．逆に，問題がなければ，

ライセンスフィーがかからないので次のレベルに

進む場合が多い．

2.	利用（use）

	 試用してみて意外と便利なことが分かり，本格的

に利用してみようというレベル．対象 OSS のユ

ーザが多いとインターネットには情報があふれて

いるので，それを参考にもっと高度な使い方へと

進む．ちょっとしたトラブルはインターネットで

検索して解決する．

3.	参加（participate）

	 本格的に利用を始めてしばらくするとさまざまな

問題にぶつかり，開発コミュニティに参加するレ

ベル．最初はメーリングリストなどで質問を行う

程度だが，解決しない場合は，回避策を試したり，

時にはパッチを書いて問題を解決する．その活動

が進むとコミュニティでの存在感も徐々に増す．

4.	革新（innovate）

	 自社のサービスに OSS を積極的に組み込み，そ

れを競争力の源泉にするレベル．オープンイノベ

ーションを実践するエンジンとして OSS を戦略

的に活用する．コミュニティでの開発もリーダー

的な存在となる．

　IT 関連企業における OSS 利用レベルは，以下の

ような状況にあると考えている．　

1980年代 1990年代 2000年代 2010年代

● 1998年 OSI設立，OSS命名，BSD License誕生

●1985年 FSF設立

● 2007年 Linux Foundation設立

●1983年 GNUプロジェクト発足

● 1989年 GPL誕生

● 1999年 Apache Foundation設立

● 2010年 OpenStack, CloudStack
● 2008年 Eucalyptus

● 2012年 OpenStack Foundation設立

● 1991年 Linux

● 2000年 Apache License OSI認定, OSDL設立

● 1995年 Apache プロジェクト発足

OSS関連の年表

● 1998年 Netscapeコード公開
● 1996年 PostgreSQL

● 1993年 Ruby

● 2011年 Jubatus, Storm, Mahout

● 2004年 OpenFlow（開発開始）

● 2009年 SDN命名

● 2012年 Ryu, Drill

組織・ライセンス

主要OSS

● 2005年 Hadoop

● 2013年 Presto 

● 1995年 MySQL

●1985年 Gnu Emacs

●1987年 Gnu Compiler Collection, Bash
●1988年 Gnu C library

●1986年 Gnu Debugger

図 -1　OSS
関連の年表
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　OSS 専業ベンダは，OSS を自社のサービスの中

核に位置づけ競争力の源泉としている．つまりレベ

ル 4 の段階にあり，OSS を自社の競争力にしている．

これは今後も維持されていくだろう．

　OSS 利用に先進的なハードウェアベンダはレベル

3 であり，一部ではレベル 4 の動きが出てきている．

たとえば Linux や OpenStack の開発に積極的に参

加しているベンダはレベル 4 に近い．

　システムベンダ（SI ベンダ）は，多くはレベル 2

と言えるが，開発に参加しているベンダはレベル 3

～ 4 になっている．

　ユーザ企業はまだ発見して利用する段階，すな

わちレベル 1 ～ 2 にある．しかし Web 系の企業

で OSS を自社サービスのエンジンに利用するなど，

徐々にその数は増えている．また，開発のしやすさ

から，ユーザ企業自身が必要な機能の開発や障害対

応に取り組み始めており，レベル 3 になる日も近

いかもしれない．

　以上の分析はあくまで筆者の観測に基づくもので

あり，より定量的なサーベイが今後必要になる．

　どの企業でも，OSS を採用することにより，ベン

ダロックインを回避できるだけでなく，いろいろな

企業とパートナーシップを組みやすいため新たな価

値を生み出せる可能性がある．また，ソースコード

があるおかげで技術力があれば自社で問題を解決で

き，すばやく対応できる．さらには世界の優秀なエ

ンジニアとコラボレーションをすることを通じて自

社のエンジニアの育成をはかることもできる．これ

らはいずれも商用製品にはないメリットである．

　本特集でも多くの OSS とそのメリットが紹介さ

れている．その適用先や種類には限界がない．今後

もいろいろな OSS が生まれ，技術を進化させてい

くだろう．OSS がどのような新しい世界を切り開く

のか，楽しみである．
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